
治療的アセスメントとは、悩みを抱えた方に対して、最も適切な心理アセスメントを用いて、自分自身について

理解を深め、生活に変化を及ぼすことができるように開発された、心理療法の新しい形です。

治療的アセスメント・アジアセンター（ACTA）の春のワークショップは日本で初の試みとしてCenter for 

Therapeutic Assessment 創始者の Dr. Finn による、アセスメント・フィードバック・セッションをライブで

行うことになりました。

治療的アセスメント（TA）にはステップ１からステップ６の構造化された手続き

があります。今回はDr. Finn が来日し実際に治療的アセスメント（TA）をおこ

ないます。

ワークショップの１日目はDr. Finn と参加者の皆さんで面接内容についてのふり

かえりやディスカッションをおこない、理解を深めます。

２日目・３日目は治療的アセスメントの胆である『アセスメント介入セッション』

と『まとめと話し合いのセッション』を2日間にわたってライブでお見せします。

3日目のまとめと話し合いのセッションの日には、実際にこのクライアントに対

してどのような『文章によるフィードバック』が可能かについても学べるので、

１人のクライアントとDr. Finn の実際の治療的アセスメントの全工程を『フォ

ローアップ』を除いてすべてを目の当たりにしながら学べる機会となります。　

どうぞお見逃しなく。

2016 年 4月 29日（金）10時～ 17時　
『ステップ 1～ステップ2 をふまえた
ケースフォーミュレーション』

2016年 4月 30日（土）9時～ 18時　
『ステップ３ アセスメント介入セッション』
Live セッション　1.5 ～ 2時間

2016 年 5月 1日（日）9時～ 18時　
『ステップ４ まとめと話し合いのセッション』
Live セッション　1.5 ～ 2時間

●定員 :100名　
●場所 : 飯田橋レインボービル 1 階 C・D会議室  東京都新宿区市谷船河原町 11

１日目

２日目

３日目

※Live セッション：メイン会場の別室でのセッションを映像で同時放映します。（同時通訳有）
※Live セッション後のDr. Finn の講義はメイン会場で行います。（逐次通訳有）

Dr. Finn の初のライブ・
セッション！

ACTA 第 4回　春のワークショップ ~Dr. Finn のセッションを見て実際に学ぼう!~



① 事前に、Dr. Finnが日本でクライアントと面接や検査
を行い、その様子をビデオで撮影しておく
４月25日：初回面接
４月26日～ 27日：標準化されたテストのセッション

１

② ワークショップで、その録画した
面接の様子を観る(ワークショップ1日目)

２

③ スモールグループに分かれて、そのクラ
イアントのテスト結果について話し合う
(ワークショップ1日目)

３

④ そのクライアントに会場の別室まで来て頂き、
Dr. Finnが ③ で出た意見に基づき、アセスメント介入
セッションと、まとめと話し合いのセッションを行う。そ
の様子を隣の会場で同時通訳付きで体験する
(ワークショップ2日目・３日目)　

４

ワークショッ
プの流

れ

【主催・お申込み・お問合せ】
Asian-Pacific Center for Therapeutic Assessment（ACTA）※事務局　
HP ：http://www.asiancta.com/　　　Emai：asiancta@gmail.com
住  所 ：〒113-0033　東京都文京区本郷4-12-16-618

※H28年 1月 1日より、ACTAは Asian-Pacific Center for Therapeutic Assessmentに
名称を変更いたしました（略称に変更はありません）

◎ワークショップ参加費用：※いずれも３日間連続で参加できる方が対象となります。
4/8まで：90,000円
4/8 以降：97,000円 

◎申込締切：2016年 4月 22日（金）

◎参加費について：このワークショップは、クライアント様とDr. Finn のライブのセッションを同時進行で観な
がら学ぶため、同時通訳者や機器の設備が必要となり、その分参加費が通常よりも高めの設定になっております。

◎対象者：心理職、援助職または大学院生（修士以上）で、守秘義務を有する方。

◎申し込み方法：事務局へメール（asiancta@gmail.com）でお申込みください。
メールの件名に「2016年 ACTA 春のワークショップ申し込み」と記入し、本文に以下の項目を記載してください。
参加者の①氏名 (ふりがな ) ②所属　③郵便番号・住所　④電話番号　
⑤専門家（臨床心理士資格の有無）、大学院生の別　⑥E-mail アドレス

お申し込み
の流れ


